	ー第1回埼玉県健康福祉セミナーの御案内ー
超高齢社会における在宅医療と自立支援

～地域の医療資源をつなぐ多職種連携～


１　目　的

　　埼玉県においては、高齢化に伴う在宅医療対象患者の急激な増加が見込まれており、団塊の世代が後期高齢者となる2025年に向けて在宅患者向けの医療・介護環境の整備に取り組んでいるところです。急性期から長期療養介護に至る切れ目のないケアの実現に向けては、地域の医療資源をつなぐための医療・介護従事者間の多職種連携が必須です。当セミナーでは、住み慣れた地域でＱＯＬを保ちながら生活しつづけるため、訪問看護、リハビリテーション、口腔ケアに注目するとともに、行政の役割、在宅医療と自立支援の関係についても考えることで、高齢期において誰もが望むケアを実現するための多職種連携について考えます。
２　対　象
　・県職員、市町村職員
　　　（特に保健医療・福祉関係課所、保健所、保健センター、地域包括支援センター等）＊
　・地域の医療・看護関係者、介護機関従事者　等　　　　　＊他部局の職員も参加可能です。
３　日　時　
　　平成２７年８月２８日（金）　１３：３０～１６：３０
４　場　所　　
　　　　埼玉県県民健康センター　大ホール　（定員１５０名）　

　　　　　　（さいたま市浦和区仲町３－５－１　JR浦和駅西口徒歩１５分）
　　　　　　　http://www.saitama.med.or.jp/center/map.html
ープログラムー
	13:30～13:35
	埼玉県保健医療部保健医療政策課長　あいさつ

	第１部　地域の多職種連携の現状－それぞれの取組－パネリストからの報告

	13:35～15:20
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	座長・コーディネーター

－厚生労働省国立保健医療科学院　主席主任研究官　　松本　珠実

　在宅医療・介護連携のための顔の見える関係づくりの次の段階として、専門職は地域でどのような働きかけをし、市町村はどのように医療・介護・地域をつなぎ、県はどのような支援をすればよいのか、それぞれの取組をとおして、見えてきた課題を共有し、参加者各自が地域に持ち帰ることで、関係機関への働きかけ、課題解決を図ることを目指す。
社会資源をつなぐ行政の役割（25分）

　－蓮田市　健康福祉部次長兼在宅医療介護課長　　根立　美佐子
　平成24年度、国の在宅医療連携拠点モデル事業を実施した（独法）国立病院機構東埼玉病院と連携し医療介護関係者と顔の見える関係を構築し、また25年度からは東埼玉病院の取組みを引き継ぎ、埼玉県在宅医療推進市町村支援事業費を活用して、近隣の市町と連携しながら在宅医療・介護連携に取り組んでいる。先駆的に連携をすすめる中で見えてきた行政の役割、地域課題の解決について考える。
訪問看護と在宅医療　　（15分）
　一一般社団法人埼玉県訪問看護ステーション協会　連携推進専門部会部長

　　さいたま市社協訪問看護ステーションおおみや　知崎　聖子

　今年度より一般社団法人として協会を立ち上げ、連携強化を図っている訪問看護ステーションの登録数は２００を超えている。地域の在宅医療最前線に関わる毎日から見える課題と関係機関との連携について考える。
リハビリテーション専門職（理学療法士）の在宅医療へのかかわり（15分）
　一公益社団法人埼玉県理学療法士会　副会長　
　　医療法人真正会霞ヶ関南病院　地域支援担当キャプテン（運営企画推進部長）

　　岡持　利亘

　急性期から回復期への移行、また自立支援にとって欠かせないリハビリテーション。退院から在宅医療・介護の連携過程におけるリハビリテーションの果たす役割について理解を深める。
口腔ケアの継続と健康（15分）
　ー公益社団法人埼玉県歯科衛生士会　会長　大久保　喜惠子　
　在宅療養において、口腔衛生と口腔機能管理は食生活維持と向上の分かれ目となる。予防の観点からも在宅医療における歯科口腔保健に関わるうえで理解したいポイントについて考える。
パネルディスカッション


	15:20～15:30
	（休憩）

	第２部　在宅医療と自立支援－地域でどう連携を強化していくか－

	15:30～16:30
	地域で育てる連携の関係とはー情報交換・情報共有
●地域ごと、また地域を変えて、どのように地域に持ち帰り、伝えるか情報交換します。

＊口腔ケアを考えたお茶などを御用意いたします。

＊地域ごとに情報共有、また地域を変えて情報交換していただけます。

（ワールドカフェ形式を予定しています。）

●今後の取組・展望についてパネリストからの提言




＊ワールドカフェとは
「知識や知恵は、機能的な会議室の中で生まれるのではなく、人々がオープンに会話を行い、自由にネットワークを築くことのできる『カフェ』のような空間でこそ創発される」という考えに基づいた話し合いの手法です。メンバーの組み合わせを変えながら、４～５人単位の小グループで話し合いを続けることにより、あたかも参加者全員が話し合っているような効果が得られます。
５　主催

埼玉県保健医療部保健医療政策課

６　申込み

　　　埼玉県保健医療政策課あて、平成２７年８月１７日（月）までに、所属・職名・氏名を明記の上、メールまたはＦＡＸを送付してください。（別紙回答様式をお使い頂けます。）

送付先：
（ＦＡＸ）０４８－８３０－４８００

（E-Mail）a3510-11@pref.saitama.lg.jp     

問合せ：埼玉県保健医療政策課　研修・国際協力・免許担当

（電　話）０４８－８３０－３５１９

■メール宛先　a3510-11@pref.saitama.lg.jp
■ＦＡＸ番号　０４８－８３０－４８００

別紙回答様式

平成　　年　　月　　日　

　埼玉県保健医療部保健医療政策課　宛

　（研修・国際協力・免許担当　扱い）

	所　属
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市町村名：　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２７年度第1回埼玉県健康福祉セミナー出席者について
記

	所　属
	役職
	職名
	氏　　　名

	例）○○センター
	係長
	保健師
	　埼玉　彩人

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＊回答欄が足りない場合は、適宜追加してください。

＊市町村名は、所在市町村名を御記入ください。情報交換時の参考とします。

	担　当：
	

	電　話：
	

	E-Mail：
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
